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研究成果の概要（和文）： 本研究は、寒流域と暖流域という異なる海流系の影響を強く受ける

沿岸海域生態系において、浅海資源の再生産がどのように行われ、再生産に人間がどのように

関わることで、更新可能な生物資源として将来にわたって持続的利用が可能になるかを生態学

的に明らかにし、それに基づいた資源の管理・増殖の新しい考え方と方法を提示した。 

 

研究成果の概要（英文）： This study revealed reproductive processes of coastal fisheries 

resources in the subarctic and subtropical water areas along the Japanese archipelago. 

Ecological bases of stock enhancement and management for sustainable use of the 

resources were presented for several important fishes and shellfishes. 
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１．研究開始当初の背景 

1980 年代以降、我が国の沿岸漁業生産は

減少の一途をたどっている。ほとんどの漁獲

対象生物が減少傾向を見せていることに、事

態の深刻さが表われている。 

日本周辺の西部北太平洋は世界三大漁場

の一つである。寒流域では莫大な新生産を利

用して発生する卓越年級群が高い資源量を

支えらるが、大きな年変動を避けられない。

これに対して暖流域では、各発生群の生残率

変動が小さく、加入量は低水準ながら安定し

ている。 

浅海域は陸起源の栄養物質と太陽光が豊

かで生物生産力が大きく、多くの海洋生物が

再生産・成育の場として利用している。自然

的な要因とともに、人口が集中する臨海地域

に隣接する浅海域は、人間活動の影響を集中

的に受ける場でもある。これまでの浅海資源

の管理や増殖は、寒流域と暖流域における海

洋環境の変動特性や資源の生物特性の違い

を十分考慮しないままに、人間の都合にした

がって行われてきた感がある。海域特性や資

源の生態的特性を基礎としない浅海資源の

管理や増殖が、沿岸漁業生産の維持・拡大の

桎梏となってきた。 
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２．研究の目的 

(1) 寒流域と暖流域という異なる生態系にお
いて、浅海資源の再生産がどのように行わ
れ、人間が資源の再生産にどのように関わ
ると、更新可能な資源として将来にわたっ
て持続的利用が可能になるかを生態学的
に明らかにする。 

(2) 野外調査と野外および室内実験によって、
対象とする浮魚資源、底魚資源、岩礁資源、
干潟資源の生態学的特性を明らかにする。 

(3) それぞれの資源について、(2)で明らかに
なる生態学的特性に基づいて、資源の管
理・増殖の新しい考え方と方法を提示する。 

 

３．研究の方法 

 浮魚資源、底魚資源、岩礁資源、干潟資源
資源について、暖流域と寒流域における繁殖
生態と初期生態を比較生態学的に明らかに
する。２海流域における４群の生物資源の再
生産機構の特徴を解明し、それに基づく資源
の保全と持続的利用方法を定式化する。 
(1)浮魚資源研究では、沖合で生まれた後に海

流に乗って浅海域に来遊するイワシ資源
の初期生態を解明し、浅海域での資源利用
方法を沖合に存在する資源との関係で考
察する。 

(2)底魚資源研究では、ヒラメ・ホシガレイや
クロソイなど砂浜や岩礁域の底魚類につ
いて、加入量変動特性を環境変動特性と関
連づけて解明し、合理的な種苗放流技術を
提言する。 

(3)岩礁資源研究では、寒流系のエゾアワビと
暖流系のトコブシの繁殖生態と初期生態
を解明する。その結果として、これまでと
はまったく異なる資源増殖の手法を提言
する。 

(4)干潟資源研究では、干潟域におけるアサリ
の食性や成長などに関する知見を蓄積し
て、資源量減少原因を解明し、回復策を考
える。 

 
４．研究成果 
(1) 相模湾に来遊するイワシ類（マイワシ、

カタクチイワシ、ウルメイワシ）の初期生 

態に関する知見を集中的に蓄積して、季節 

的に出現するシラスの生物学的特性の種特
異性を明らかにした。沖合の資源量水準の
変動に伴って、浅海域に来遊するシラス資
源の合理的な利用方法が変化することを示
した。 

(2) ヒラメ稚魚で、寒流域と暖流域の間で成
長速度や生残率が異なるという单北差が
見られること、天然発生群の水準が沿岸成
育場への来遊率の年変動によって決まる
ことが解明され、稚魚放流による資源増殖
は、稚魚の餌生産力が高い寒流域において
有効であることを提言した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. カタクチシラス 4 月下旬孵化群の相模湾内

分布の経時変化. 5月 9日(左上)、24日(右上)、

6月 6日(左下)、6月 20日(右下)。 

○は０、最大●は 104尾／100m3、×は欠測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. 仙台湾・常磐海域におけるヒラメ浮遊仔

魚の発生ステージ別分布 

 

(3)暖流域と寒流域のアワビ類が生息する岩
礁域生物群集を構成する生物群の季節的
密度変化や安定同位体分析によって緻密
な知見を蓄積した。岩礁域群集中における、
アワビ類の稚貝期における食性変化や捕
食者の特定、放卵・放精行動、浮遊幼生の
岩礁域への輸送過程を、水槽実験やモデル
シミュレーションを用いて新たな知見を
集積した。その結果、高密度の母貝集団を
形成することが資源増殖法として重要性
であることが明らかとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3．エゾアワビ稚貝生息場の食物網構造． 
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(4) アサリの安定同位対比分析の結果、北海
道から九州の各海域で、底生珪藻と浮遊珪
藻に対する依存度が異なること、給餌実験
によって、珪藻の細胞殻の壊れやすさに依
存してアサリに対する餌料価値が大きく
異なることがわかった。 
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